
1年次
社会人の基礎となる教養とともに、
幼児教育・初等教育の基盤となる

理論と技能を学びます。

2年次
各教科や領域の指導法を具体的な
教材を通して学び、指導に必要な

技術・技法を学びます。

3年次
専門知識の修得と併せ、教材研究や
指導案作成、実習などを通して実践力の

基本を学びます。

4 年次
4年間の集大成となる卒業研究を行い、
それまで学んだ理論・知識・技能を

将来につなげます。

基礎教養
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

基礎ゼミナールⅢ
基礎ゼミナールⅣ

総合教養 総合教養

言語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
オーラルコミュニケーション
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

韓国語

英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
総合英語Ⅲ

情報と伝達
情報処理学Ⅰ
情報処理学Ⅱ
データサイエンス入門

健康とスポーツ
保健体育
体育実技

自然と科学

基礎数学
生物学入門
基礎科学概論
生命科学概論
統計学

人間と社会

哲学
人間学
倫理学
心理学
法学
日本国憲法
人権教育
経済学
政治学
社会学
国際関係論
日本史と世界
社会福祉概論
多文化と共生

キャリア教育 キャリア開発

人格心理学
人間関係論
レクリエーション論
健康・医療心理学

障害者福祉論
ポジティブ心理学

家族関係論
幼保小連携
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本質・基礎理論

教職概論
教育原理
教育課程論
教育心理学
教育学入門Ⅰ
教育学入門Ⅱ
保育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
保育者論

保育の心理学
教育の方法と技術（ICT活用含む）

学習心理学
子どもの理解と援助
特別活動の指導法

学校経営論
道徳教育論
生徒・進路指導論

教育相談の理論と方法
生涯学習論
教育福祉論

子ども家庭支援論
特別支援教育論

異文化理解と教育
子どもと自然
消費者教育学
総合的な学習の時間の指導法

教科内容・
領域内容

国語（小）
社会（小）
理科（小）
音楽（小）
図画工作（小）
体育（小）
子どもと言葉
子どもと環境
子どもと音楽表現
子どもと造形表現

算数（小）
生活（小）
家庭（小）
初等英語
子どもと人間関係
子どもと健康

指導法

保育内容総論

初等教科教育法（国語）
初等教科教育法（社会）
初等教科教育法（算数）
初等教科教育法（理科）
初等教科教育法（音楽）
初等教科教育法（図画工作）
初等教科教育法（体育）
保育内容演習（健康）
保育内容演習（人間関係）
保育内容演習（環境）
保育内容演習（言葉）
保育内容演習（造形表現）

初等教科教育法（生活）
初等教科教育法（家庭）
初等教科教育法（英語）
保育内容演習（音楽表現）

対象の理解・
保育の内容・
方法

保育の計画と評価

社会的養護Ⅰ

子どもの保健
子育て支援
保育内容の理解と方法Ⅰ
保育内容の理解と方法Ⅱ

子どもの食と栄養
幼児理解の理論と方法

子どもの健康と安全
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
障害児保育
子ども家庭支援の心理学

社会的養護Ⅱ

包括的発達支援・
特別支援教育

特別支援教育の基礎
知的障害者の生理・病理

肢体不自由者の心理・生理・病理
病弱者の心理・生理・病理
知的障害者教育論
障害のアセスメント
自閉症スペクトラム障害概論

知的障害者の心理
病弱教育の理論と実際
視覚障害教育総論
聴覚障害教育総論
言語障害教育概論
学習障害・注意欠陥多動性障害概論
発達障害児の指導法

肢体不自由教育論

実習・研究演習
保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習指導Ⅰ（保育所）

教育実習
研究演習Ⅰ
研究演習Ⅱ
保育実習Ⅰ（施設）
保育実習指導Ⅰ（保育所）
保育実習指導Ⅰ（施設）

教職実践演習（幼・小）

特別支援教育実習
研究演習Ⅲ
研究演習Ⅳ
保育実践演習
保育実習Ⅱ
保育実習Ⅲ
保育実習指導Ⅰ（施設）
保育実習指導Ⅱ
保育実習指導Ⅲ
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※赤字は卒業必修科目。
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1 人間力を培うための幅広い教養を身につける。

2
幼児教育、小学校教育、特別支援教育および保育に

関する専門的な知識と技能を身につける。

3
乳幼児期または児童期の子どもに関する専門的な

知識を身につける。

4
発達障害、いじめ、不登校等の現代的教育課題に

関する基礎的、専門的知識を身につける。

5
語学力や情報収集および分析能力、情報発信能力を

身につける。

Ⅰ．知識・技能

1
学校教育または保育に関する現代的課題に気付き、

それらについての考えを深めることができる。

2
自分なりの考えを構想してまとめ、自分の考えを他者

に適切に説明できる。

3
一人ひとりの子どもの持つ発達や生育面での特性に

応じた学校教育や保育のあり方を構想し実践できる。

Ⅱ．思考力・判断力・表現力

1
学校教育または保育を支える多様な専門領域・

専門家の役割を理解できる。

2
多領域の専門家や地域、保護者と協働しながら学校

教育または保育に関する諸問題に適切に対応できる。

3

福祉の視点から学校教育または保育の専門家としての

役割を果たし、社会に貢献しようという強い意志と意欲

を持ち続けることができる。

4

キャリア意識や他者との協働作業のための基礎的な

能力を持ち、一般社会人としての基盤を身につけて

いる。

Ⅲ．主体性・多様性・協働性

ディプロマ・ポリシー
（卒業認定・学位授与の方針）


